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今年は一気に新緑になりました 
 

里山は春先の芽吹きから新緑へと、日毎に色調が微妙に変化するのが味わい深いものです。ところが、

今年は４月になって真夏のような高温の日々が続き、あっという間に新緑なってしまい、あっけない感

じがしました。写真でその様子をお伝えします。 

  

3 月 10日                    ４月５日 

    ４月１８日                      ４月 28日       

  ノア通信 
No.2２ ２０１8 年 5 月２０日発行 
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         第１回井戸端会議（仮称）を行って      

今年度は自由におしゃべりをしながら交流する機会を設けることにし、その第 1 回を４月２４日に

行いました。第１回の参加者は予想を超える９名となりました。この会はとくにテーマを決めず自由に

話し合う場なのですが、私がしゃべりすぎたと反省しています。今後は進行役だけに徹した方がよさそ

うです。次回からは１２時でひとまず終了し、そのあとは、自由におしゃべりする時間にしてはどうかと

考えています。今後も「井戸端会議」と称して毎月第 4 火曜日の 10：30～12：00に行うことにしますの

で、どうぞお気軽にご参加ください。将来的には、日にちなど決めなくても、誰もが自由におしゃべりが

できる場になればと願っています。 

 

 

タマネギの頒布始めました 

 

今年は冬の寒さが厳しかったのに、春になると一気に高温になりました。そのせいでしょうか、やっと

冬を越した苗が成長しだしたかと思っていたら、玉も肥大を始めてしまいました。普通なら葉が十分伸

びてから、玉が肥大を始めるものですが、今年は同時進行的に成長し、すでに成長を終えてしまうものも

出始めました。タマネギは成長を終えると茎葉が元から倒れてしまいます。品種による差もありますが、

今年は小さなものがほとんどです。成長終了後、葉も緑で、表皮の色も薄い状態で出荷するのが新タマネ

ギ、茎葉が枯れて表皮も茶色くなってから出荷するのが普通のタマネギです。新タマネギは甘く生食に

向いていますが、長期保存には向きません。普通のタマネギは長期保存できますし、茶色の表皮はお茶に

利用できます。タマネギをネットで調べると、血圧を

下げたり、脳卒中やがん、白内障の予防などにもなる

とのことです。ネット情報は信頼性が乏しいものが

多いようですが、書籍などをみてもタマネギには

色々な薬効があると思ってよさそうです。 

今年は農産物を皆さんに買っていただいて、ノア

の活動費に充てることにしています。タマネギの他

ニンニク、ジャガイモなど旬の野菜を各種頒布しま

すので、買ってくださると嬉しいです。皆様のご協力

をお願いします。どうぞよろしくお願いします。 

５月４日の畑の状態（手前はタマネギとニンニク、 

奥はジャガイモ） 
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タマネギの収穫即売会のお知らせ 

 

前述のように今年はタマネギの成長が早いようですが、予定通り収穫即売会を行います。皆様のご参加

をお待ちしています。今年のタマネギは小ぶりなので、１個２０円で販売します。 

日時：2018年 5 月 26日（土）13：00－15：00 

場所：寄居町用土「コミュニティファーム」 

雨天：中止 

申し込み：申し込みは不要ですので、時間内に現地にお越し下さい。新井がお待ちしています。   

 

ジャガイモの収穫即売会のお知らせ 

 

6 月 23 日（土）にジャガイモの収穫即売会を予定していたのですが、今年はこの日では遅すぎるよう

な気がします。このため、日程を早めたほうが良さそうです。当日が雨や、天気でも土が湿った状態では、

収穫後のイモが腐ってしまいます。このため、ジャガイモの収穫即売会は日にちを決めず、６月半ば以降

の収穫によさそうな日に随時行うことにします。参加をご希望の方は新井までご一報ください。個別に

日時を調整したいと思います。なお、今年は１３品種を植え付けており、目下開花期を迎えていますが、

品種により、白、ピンク、紫など花の色が異なりけっこう美しいものです。なお、ニンニクも収穫できる

と思います。国産で無農薬のニンニクはお買い得ですよ。値段は収穫してみた大きさで参加者と相談の

うえ決めましょう。 

 

   

 

    とうや             ピルカ            紅あかり 
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第２回『ノアサロン』のご案内 

 

ノアサロンは、里親をはじめ里親支援専門相談員など社会的養護に関わる方々との情報交換、意見交換

の場です。里親制度が変化し、子供が抱える問題も多岐に渡っています。ぜひ情報を共有し子供のために

力を合わせるきっかけになればと願っています。関心のある方をお誘い下されば幸いです。なお、これま

での話し合いをもとに、今年度中に埼玉県こども安全課に要望書のようなものを提出したいと考えてい

ます。県が要望に応えてくださるかどうかはともかく、当事者の声を行政に伝えることは大切なことで

すし、NPOの使命でもあると考えます。 

   場所：「いこいの家ノア」 

   日時：2018年７月１０日（火）：10：30～12：00 

 

 

 

 

第 1 回『里親サロン』のご案内 

 

このサロンはノアサロンと異なり、里親だけの子育てサロンです。里親だからこそ話せる悩み、里親ど

うしだから分かり合えることがあり、里親以外には知られたくないこともあります。いずれにしろ、問題

が生じたとき自分で抱え込んで孤立することは避けなければなりません。このサロンで話し合ったこと

は他に漏らさないことにします。どうぞ安心してお出かけ下さい。対象は、里親、元里親、里親希望者、

養親希望者、養親、元養親、未委託里親のみです。とくに今回は未委託の里親さんの声をお聞きしたいと

思いますので、そのような方をご存知でしたらお声がけをお願いします。 

場所：「いこいの家ノア」 

   日時：2018年６月５日（火）：10：30～12：00 

 

元里子のアフターケア施設の立ち上げを検討！ 

 

現在の児童福祉法では原則として里子が１８歳になると措置解除になり、里子は自分で仕事と住まい

を探し、里親家庭を離れて自立した生活を送ることになります。しかし、中には障害があったり情緒不安

定であったりするなど自立した生活が困難な子供もいます。また、これらの問題がなくとも、給料だけで

はアパートを借りて生活することができず、里親家庭に居候せざるを得ない子供もいます。元里親も高
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齢になり子供を支えきれなくなります。また、普段は自立した生活ができても、病気になったりするなど

窮地に追い込まれることもあるでしょう。 

当会では問題を抱える元里子や、養護施設を退所者した若者たちの暮らしをサポートしたいと考えて

います。具体的には住まいの提供、料理の手ほどき、悩みや困りごとの相談などです。 

アフターケア施設と言うと、大げさに感じますが、現在の「いこいの家ノア」の延長線上の活動です。

今後、理事の方やノアサロンの参加者のご意見をお聞きしながら準備を進めたいと考えています。 

 

今年もウスバキトンボ初見日調査を開始！ 

 

今年もウスバキトンボの初見日を全国レベルで情報収集します。今年こそ全ての都府県の初見日記録

を集めたいものです。よろしくお願いします。５月２０日までに届いた記録は下表のとおりです。 

沖縄、鹿児島が中心ですが、神奈川県平塚市や埼玉県北本市など関東からの記録もあります。さらに、

驚くことに青森県でも５月に記録されました（過去で最も早い記録だそうです）。 

本種は石垣島では越冬が確認されていますが、沖縄本島や台湾では越冬困難なようです。これらの地域

の冬季の最低気温から推察すると、越冬可能なのは最低気温が 16度以上の地域だと推察されます。飛来

源は東南アジア方面だとするのが一般的ですが、ミクロネシア方面からの飛来もあるのかもしれません。

いずれにしろ熱帯性のウスバキトンボですので、夏季になると日本中おびただしい数のウスバキトンボ

が飛び交うものの、寒さの訪れとともに死滅してしまいます。このため、日本へはわざわざ死ぬ為に飛来

するようなもので、その適応的な意味は不明です。しかし、日本は到着点ではなく、中国方面への中継点

の可能性もあります。つまり、日本に飛来したウスバキトンボの中には、朝鮮半島へ渡り、さらに生まれ

故郷の東南アジアへ戻る個体も存在するのかもしれません。そう考えると、日本で死ぬウスバキトンボ

も少なくないでしょうが、全てが無駄ではないことになります。ツバメなど春に東南アジアから日本に

やって来る鳥は、秋になると大陸へ渡って南アジアに戻るそうです。日本に飛来したウスバキトンボの

中に、大陸へ渡る個体がいるのかどうか、日本海側の海岸での観察が望まれます。 

 

観察場所 初見日 報告者＊ 備考 

沖縄県石垣市 2月26日 渡辺賢一 市営プールで羽化殻を得ている。１月より羽化が 

始まっていたと思われる。 

沖縄県名護市屋部 3月11日 中川雅充 屋部川河口そばの公園にて飛翔個体を１頭目撃 

鹿児島県天城町（徳之島） 4月18日 岡崎幹人 町役場で目撃。以後４月２８日現在目撃できず 

鹿児島県肝属郡錦江町神川 4月12日 今村久雄 水田で飛翔中の1雄目撃 

鹿児島県鹿児島市郡元 4月21日 前田留理子 鹿児島大学付属小学校近くで飛翔する1頭目撃 

鹿児島県鹿屋市霧島ケ丘公園 4月22日 今村久雄 1頭目撃 

鹿児島県鹿屋市街地 4月22日 今村久雄 1頭目撃 

鹿児島県指宿市山川町 5月4日 今村久雄 「フラワーパークかごしま」の７ヶ所で４～7頭の群飛 

を目撃 
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神奈川県平塚市土屋 5月4日 岸 一弘 1頭目撃 

神奈川県藤沢市辻堂海浜公園 5月5日 大澤尚之 敏捷に摂食飛翔する1頭（おそらく♂）を目撃 

沖縄県金武町 5月5日 槐 真史 漢那ダムで2頭目撃 

鹿児島県南九州市知覧町 5月8日 松比良邦彦 茶園近くを飛翔中の個体を目撃。前線により吹き込 

んだ南風で飛来か？ 

福岡県北九州市小幡西区城山緑地 5月10日 川西 誠 １０頭目撃 

沖縄県宜野座村漢那ダム 5月11日 焼田理一郎 ２頭を目撃（１頭は産卵中） 

沖縄県金武町金武 5月11日 焼田理一郎 約１０頭目撃 

福岡県北九州市小倉南区北方 5月11日 西本晋也 小倉競馬場で2頭目撃 

沖縄県那覇市首里石嶺町 5月13日 焼田理一郎 中学校の校庭を飛翔中の頭を目撃 

埼玉県北本市高尾 5月13日 小堀文彦 「宮岡の谷」で1頭を写真撮影 

静岡県御前崎市比木 5月12日 宮本勝海 ２♀目撃し、１頭を捕獲して成熟していることを確認 

静岡県浜松市北区細江町下村 5月14日 福井順治 1頭目撃 

愛知県新城市中宇利 5月14日 福井順治 1頭目撃 

青森県深浦町 5月16日 奈良岡弘治 1頭目撃 

 

総会が終了しました 
 

４月３０日に平成３０年度の通常総会が行われました。実際に来られた出席者は、行田市から１名、東

京都杉並区から１名、それに私たち夫婦で合計４名という淋しさでした。しかし欠席者は白紙全員委任

ということで総会を開催し、全て原案のとおり可決承認されました。総会資料を同封しましたのでご覧

下さい。この資料は埼玉県の提示する様式に乗っとって作成したもので、分かりにくいかと思いますが、

ノア通信２１号に捕捉説明しておきましたので、参考にして頂ければ幸いです。なお、私に不測の事態が

生じた時には、現在の理事の方が中心となり、対応するということになりました。 

 

アキアカネ復活を試みについて 
 

 当会ではむさしの里山研究会の活動を引き継いで、アキアカネ復活に向けた試みに取り組んでいます。 

アキアカネは全国的に減少している赤トンボですが、絶滅が心配されるような種ではありません。埼玉

県では毎年秋になると各地で見られます。このため、もちろん今回の埼玉版レッドリストにも掲載され

ていません。では、なぜそのようなトンボの復活に取り組のでしょうか？ 

それは、田んぼに赤トンボが群れ飛ぶ風景を呼び戻したいからです。県下一円に見られるとは言って

も、個体数が著しく少なくなっています。１０年余前には、秋晴れの日には、おつながりとなったアキア

カネが次からつぎへと上空を通過したものでした。また、雨上がりの水たまりには、おびただしい数のア

キアカネのカップルが産卵する光景が見られました。無数のアキアカネが一定方向に飛ぶ光景も秋の風

物詩でした。しかし、今日このような集団行動が見られなくなってしまいました。こんな当たり前の景色
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を再現したい、その景色を子供たちに見せてあげたい。そんな単純な動機から始めた活動です。しかし、

活動を始めて今年で１５年目を迎えますが、アキアカネの復活は簡単ではないこと思い知っています。 

当初は農薬を使わなければ田んぼにアキアカネが蘇ると思っていました。しかし、イナゴは復活しても

アキアカネは復活しませんでした。その一方、普通に農薬を使っているのに、夥しい数のアキアカネが生

まれる田んぼがあることもわかってきました。今年も間もなくアキアカネが羽化する時期を迎えます。

アキアカネが羽化する田んぼと、しない田んぼの違いは何なのか？どうすれば羽化しない田んぼから羽

化させることができるのか？今シーズンで何とかその足がかりをつかみたいと奮闘中です。 

 

 

 
 

 

最近 3 冊の本を贈って頂きましたので、簡単に紹介します。 

 

その 1 

 『石神井の四季 30年』 

石神井公園野鳥と自然の会発行 

80ページ・非売品 

 

本書は「石神井公園野鳥と自然の会」の創立 30周年を記念して発行され

たハンドブックです。公園内でよく見られる植物と動物をカラー写真と簡

単な解説で紹介しています。トンボとチョウについては、ほぼ全種類を掲

載してあるとのことです。トンボは４４種掲載されており、その中にはネ

アカヨシヤンマ、アオヤンマ、マルタンヤンマなど希少種が含まれていま

す。とくにマルタンヤンマの好撮影地として知られ、多数のアマチュアカ

メラマンがマルタンヤンマを求めて訪れると聞いています。 

現代の都内の公園は、自然豊かな田舎よりたくさんトンボが見られます。理由はそれだけ田舎でトンボ

が減ったことと、都内の公園は唯一の水場であるため、トンボが集中するためではないでしょうか？全

国各地の自然保護団体の多くが創立３０年を迎えています。しかし、いずれも後継者が少なく、その存続

が困難な状況にあるようです。本会は園内での自然観察会が中心のようですが、観察会に子供や若者が

何人くらい参加しているのか気になります。本書を片手にたくさん方に自然を楽しんでもらいたいもの

ですし、会の末永い存続を願います。 

 

 

 

 

寄贈いただいた 
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その 2 

 

『埼玉県レッドデータブック動物編 2018』 

埼玉県環境部みどり自然課発行 

419ページ・1429円 

  

本書は埼玉県に生息する野生生物の中で、絶滅の恐れのある動物をリスト

アップしたものです。国全体のリストアップは環境省によって行われており、

定期的に見直しが行われています。埼玉県版は 1996年に最初に発行され、以

降２回見直しが行われていて、今回は第４版目となります。3 版の発行が 2008

年でしたので 10年ぶりの見直しとなります。本書によると埼玉県産動物種数

は 2016年時点で、12375種で、そのうち 842種が今回絶滅危惧種としてリス

トアップされています。これらの中には、当たり前にいると思っていたよう

な意外な種も含まれています。いくつか例を挙げると、トビ、ウグイス、トカ

ゲ（ヒガシニホントカゲ）、カナヘビ（ニホンカナヘビ）、アオダイショウ、ア

カガエル類（ニホンアカガエル、ヤマアカガエル）、シュレーゲルアオガエル、

シロスジカミキリ、キリギリス（ヒガシキリギリス）などです。概して爬虫類、両生類、水生昆虫類が絶

滅の危機にあるものが多いようです。 

環境省のリストを含め最初のレッドリストは、調査担当者の主観によるものが多かったようですが、改

訂を重ねるに従い、定性的、定量的な判定基準に従った精度の高いものになっています。レッドリスト掲

載手はどの分類群の動物も、2008 年版より増加しているか同数ですが、魚類・円口類のみは半数に減っ

ています。これは、前回のリストの見直しや、新たな調査結果によるためで、生息環境が向上したためで

はないとのことです。調査データの多い分類群では判定基準によってランク付けするのは容易でしょう

が、そうでない分類群を担当された方は、さぞご苦労されたことと察せられます。また、今回のレッドリ

ストで絶滅危険度の高い種に掲げられた種を、いかに保全するかが大切なことです。レッドリストの改 

訂のみではなく、保全に向けた施策が埼玉県によって講じられることを期待します。 

その２ 

『タガメとゲンゴロウの仲間たち』 

市川憲平著 

サンライズ出版発行 

１１２ページ・1500円+税 

著者は元姫路市立水族館館長でタガメをはじめとする水性カメムシの研究者

として著名な方です。本書は琵琶湖博物館ブックレットの一つとして発行され

たもので、タガメやゲンゴロウの仲間についてわかりやすく、また興味深く解

説しています。とくにタガメについては、多くのページを割いてその不思議な

生態を自らの研究成果をもとに述べています。毎ページに鮮明な生態写真が掲

載されていて楽しみながらタガメやゲンゴロウの仲間の暮らしを知ることがで

きます。 
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川の生き物探しを行いました 

 
 ５月１２日と１９日に小川町の兜川でワンダースクー

ル主催の「川の生き物とトンボの羽化を見る会」を行い

ました。参加者は１２日が５家族１８名、１９日が５家

族１９名でした。両日とも晴天に恵まれ、子供たちは川

の中に入って楽しそうに生き物探しを行いました。この

時期にこの場所での観察会は１０年以上行っているので

すが、年々生き物の種類も個体数も減少しています。生

活排水の流入や上流側での大きなコイの飼育など、水質

の悪化とコイによる捕食が影響していると思います。ヤ

ゴも減少傾向が著しく、種類数はあまり減っていないのですが、個体数が激減しています。また、カワ

ゲラ類トカゲロウ類も大幅に減少し、今回の観察会ではカゲロウ類は全く見られませんでした。トンボ

の羽化はヒメサナエで観察できました。１２日にはアオサナエが５～６頭水面を敏捷に飛び回ってお

り、１９日には、アオハダトンボとヤマサナエも見られました。これらはいずれも、埼玉県ではレッド

リストに掲げられているトンボです。 

今回得られた水生生物は１２日が２０種、１９日が１７種でした。 

   
アオサナエの成熟したオス            トンボの羽化を観察する参加者 

 

 
 

 

 

 

                  羽化中のヒメサナエ 
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寄付してくださった方々（平成 30年度４月４日～５月 20 日） 

下記の方から円の寄付をいただきました。たくさんの方からのご支援、本当に有難うございます。

精一杯頑張りますので今後共よろしくお願いします。 

 

ワンダースクール様（練馬区）、加藤 寛様（茅ヶ崎市）、新井 治様（さいたま市）、岩淵けい子様

（日野市）、中村厚子様（本庄市）、佐藤さくら様（別府市）、鈴木詔一様（杉並区）、富田光枝様（寄

居町）、栗林菊夫様（板橋区）、西村健治（？）杉本豊嗣様（長瀞町） 

 

編集後記 

今年度２回目のノア通信をお届けします。このところの５月がは温になる傾向にあるようですが、

今年は真夏日となるほど気温が高い日がありました。その一方肌寒い日もあり、寒暖の差の激しさ

に体がついて行けない日々です。皆様にはお変わりありませんでしょうか？ 

最近私の同世代のトンボ仲間が、ガンになったりするなど体調を損ねたという情報が相次いで届

いています。 

現代は長寿化の時代になっていますが、私の子供の頃は、７０台と聞くといえばヨボヨボの年寄

りを連想しました。私の父は７１歳で老衰で亡くなりましたので、私自身もいつどうなるか分から

ない、という危機感を持っています。 

このため、目標の実現に向け期限を区切ることにします。その期限は５年後、すなわち私が後期

高齢者を迎える年までとします。それまで元気にいられるかどうかはわかりませんが、心配しても

始まりません。皆様とともに全力で取り組むのみです。 

次号は月６末か７月初めに発行の予定です。鬱陶しい梅雨の季節が近づいて来ました。どうぞご

自愛下さい。（Y.A） 

 

 

 

 

 

 

 

 

ノア通信２２号 

ＮＰＯ法人ノア 〒369- 1205 大里郡寄居町末野１２３３－２ 新井方 

TEL&FAX：048- 581- 4540、E- mail ： tombo2@d1.dion.ne.jp 、携帯：080- 8430- 9585 

HP：http://npo - noah.org/  

年会費：正会員 1000円、賛助会員一口 5000円 

郵便振替口座：00110- 4- 387364 加入者名：特定非営利活動法人ノア 

銀行から送金の場合は、０一九店、当座、0387364、特定非営利活動法人ノア 

http://npo-noah.org/

